
在宅医療・介護多職種連携協議会

研修部会
～報告～

目 的

在宅医療に係る多職種連携の推進のための研修体制について検討する。

○顔の見える関係会議や在宅医療研修の内容について検討

○その他の研修（各団体主催研修会の連携・調整など）について検討
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地域性を踏まえ，より実務での連携に

繋がるよう，今年度から

圏域会議は４エリアで実施する。

エリア座長 担当包括

北部 古賀先生 北部，北部第２，北柏，北柏第２

中央 織田先生 西口，西口第２，東口，東口第２

南部 平野（圭）先生 南部，南部第２，光ヶ丘

東部 石橋先生 沼南

令和４年度 顔の見える関係会議

多職種の参加・多職種連携の土台づくりに加えて,支援の質向上につながるよう整理した内容

② 市内４エリア市全域

初参加者
（裾野を広げる）

経験者

（
北
部
）
圏
域
会
議

地域の実情に合わせたテーマで
参加者や時期を決めてはどうか
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感染症の状況により，
開催を判断

分割
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第１回顔の見える関係会議（全体会議）のファシリテータ会議の報告

＊令和４年度第１回 研修部会にて使用したホワイトボード

日時：令和4年7月7日（木）19～21時 参加者：研修部会員・ファシリテーター 計30名

○新たな取り組みとして，Zoomの「ホワイトボード機能」を試行しました。

○事務局から実演による操作説明と，参加者の皆様による操作の実践を行いました。

○ファシリテーター会議で明らかになった課題をもとに，

１）ホワイトボード機能を使える方に書記の役割を依頼

２）ホワイトボードの説明動画を作成

３）議論に集中できるよう，自己紹介のみでホワイトボードを使用

→以上の工夫を行い，顔の見える関係会議（全体会議）を開催しました。
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第１回顔の見える関係会議（全体会）の報告

■テーマ
『コロナ禍での支援～多職種連携を踏まえた情報共有について考える～』

○日 時 令和4年8月4日（木）19時～21時

○参加者 市内の医療職・介護職

○規 模 75名 1グループ7～8名× 15グループ

○周 知 在宅医療に携わる事業所を中心に職能団体を通じて周知

○テーマ 『コロナ禍での支援～多職種連携を踏まえた情報共有について考える～』

医師

3%

薬剤師

27%

看護師

13%

リハビリ職

9%

MSW

8%

管理栄養士

5%

社会福祉士

3%

介護支援専門員

24%

介護職

7%

事務職

1%
職種別割合
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第１回顔の見える関係会議（全体会）の報告

とても深まった

36%

深まった

58%

あまり深まらなかった

6%

顔会議に参加したことで，他職種の仕事内容や役割

への理解が深まりましたか？

とても思う

49%思う

49%

あまり思わない

2%

顔会議の内容は，日頃の業務に役立つ内容でしたか？

（とても思う・思うと回答した方）
・自分達の役割を再認識出来る。
・人柄がわかっていると，安心して相談できる。
・グっと距離が縮まった気がした。
（あまり思わないと回答した方）
・現時点でまだ在宅業務を受け持っていないため

（とても深まった・深まったと回答した方）
・ｹｱﾏﾈなど介護者の方々の患者さまに対する思いなどを
知ることが出来ました。

（あまり深まらなかったと回答した方）
・もう少し細かい仕事内容を聞きたかった

• 「感じる」＝敷居を感じる
と回答した方が４ポイント減

• 「感じない」＝敷居を感じない
と回答した方が３ポイント増

7%

7%

61%

65%

28%

28%

3%

0%

参加直後

参加前

日頃の業務において，医療職・介護職間の敷居を感じる

ことがありますか？

とても感じる 感じる あまり感じない 感じない



＜ご意見・ご感想＞
・いずれは実際の現場で生かせるつながりを作りたい。またこの機会を宜しくお願いします。
・在宅訪問の帰りとかに今回のグループで一緒になったかたとか挨拶に伺ってよりよい関係を
築いていけたらと思いました。貴重な機会をありがとうございました。

・多職種の意見を聞ける、大変有意義な時間を持つことができ、とても勉強になりました。
このような時期であっても、こういう機会は必要だと感じました。

・ホワイトボードの操作の解説動画など、サポートがしっかりしていたため、スムーズに話し合え
た。ZOOMの操作も不安だったため、サポートがありがたかった。 6

第１回顔の見える関係会議（全体会）の報告

とても思う

24%

思う

64%

あまり思わない

12%

オンラインでも，対面と同じように，他職種と連携

しやすくなると思いましたか？

（とても思う，思うと回答した方）
・対面とそれほど相違がなかった。
・直接会うよりは不便だと思うが，環境さえあればいつでも
連携が出来ると思いました。

（あまり思わないと回答した方）
・連携しやすくなるとは思うが、対面と同等というのは難しい。

できた

93%

できなかった

7%

オンライングループワークを通して，他職種に

親近感を持つことができましたか？

（できたと回答した方）
・オンラインでも顔を見て話せ、話しやすい人数だった。
・自己紹介でお人柄を知ることが出来ました。
・きちんと時間を取って頂けたので、肩の力を抜いて話せた。

（できなかったと回答した方）
・コロナが落ち着いたら対面でグループワークがしたい。



■圏域会議

方法：Zoomを活用したオンライン会議

日時：【北部】12月7日（水） 19時～

【中央】12月1日（木） 19時～

【南部】11月18日（金） 19時～

【東部】12月2日（金） 19時～ 7

第２回顔の見える関係会議（圏域会議）について

【テーマ】認知症や閉じこもりの方への支援

～コロナ禍において地域でどう支えるか～

■合同ファシリテーター会議

方法：Zoomを活用したオンライン会議

日時：9月30日（金） 19時～

内容：圏域会議を想定し，事例をもとにしたグループワークを実施し，

当日の内容や各圏域で取り上げる事例等について検討する。



■顔の見える関係会議

○アドバンス会議

FT会議：令和５年１月２７日（金） １９時～

顔会議 ：令和５年２月１０日（金） １９時～

■研修部会

○第２回研修部会：令和５年２月２４日（金） １９時～

今後の予定
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